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「だいち」（ALOS)とSAR干渉解析

合成開口レーダー

（ＳＡＲ）アンテナ
光学センサ

©JAXA

光学センサ
（２種類）

２時期のデータ
を用いてを用いて

SAR干渉解析

・2006年１月24日打ち上げ

・約100分で地球を１周
・４６日で元の場所へ戻る
太陽同期準回帰軌道地上 ・太陽同期準回帰軌道地上
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「だいち」を利用したＳＡＲ干渉解析による「だいち」を利用したＳＡＲ干渉解析による
地殻・地盤変動の検出

（特 徴）

１．広範囲を面的に観測します。

（特 徴）

２．地上に観測機器を必要としません。地 観測機器を必要 しま 。

３ 夜間・雨天でも観測が可能です。３．夜間 雨天でも観測が可能です。
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SAR干渉解析による地殻・地盤変動の検出
地 震 |  断層運動の把握 火 山 |  火山活動の監視

有珠山の収縮性火山変動
（2006/09-2008/09）

能登半島地震（2007/02-2007/04）

地すべり | 発生範囲を把握

地盤沈下 |  地盤沈下の監視

地す り |  発生範囲を把握

九十九里平野の地盤沈下

Analysis by GSI from ALOS raw data of JAXA, METI

能登半島地震により発生した地すべり
異なる軌道から上下成分を抽出

九十九里平野の地盤沈下
（左：2007/12-2010/02 右：2007/11-2010/06）
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高精度地盤変動測量

定常解析地域

高精度 変動測

定常解析地域
（平成22年度）

地盤沈下地域 １７地域地盤沈下地域 １７地域

火山地域 ４６地域

地すべり地域 ３地域
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解析でわかるもの

衛星－地表間の

解析でわかるもの

視線方向の変位

SAR干渉解析

7



衛星－地表間の視線方向
の変位を色の変化で表現
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東北地方太平洋沖地震に伴う
地殻変動

コース 1回目

地震前

2回目

地震後震前 震後

① 1月11日 4月13日

② 10月28日※ 3月15日② 10月28日※ 3月15日

③ 9月29日※ 4月1日

④ 3月3日 4月18日④ 3月3日 4月18日

⑤ 2月2日 3月20日

⑥ 2月19日 4月6日

⑦ 2月24日 4月11日
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変動は東北地方から変動は東北地方から
関東及び中部地方ま関東及び中部地方ま
でおよんでいる
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衛星から
遠ざかる

衛星に
近づく

約５００
km

中国・四川省
の地震（M7 9）

約80０
km

約８００
kの地震（M7.9）

2008年
5月12日

kmkm

チリ地震
（M8.8）

2010年
２月2７日 11



約１約１ｍ

約２ｍ

最も変動が大きかっ約４ｍ
約３ｍ

た牡鹿半島では、衛
星と地表の間で距離星と地表の間で距離
が約４m伸びる変動が

約１ｍ

みられた
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GPS連続観測網では把握しきれないよGPS連続観測網では把握しきれないよ

うな内陸で生じた地震（誘発地震）にような内陸で生じた地震（誘発地震）によ

る局所的な地殻変動が検出された
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内陸誘発地震 その１

３月1２日

長野県 新潟県

３時５９分

長野県・新潟県
県境付近の地震
（M６ ７)（M６．７)
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内陸誘発地震 ①内陸誘発地震 ①

長野県・新潟県長野県 新潟県
県境付近の地震

(M6 7)(M6.7) 

2011/3/122011/3/12

電子基準点
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内陸誘発地震 その２

福島県浜通り福島県浜通り

茨城県北部
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内陸誘発地震 ②

井戸沢断層・湯ノ岳
断層 沿いに変位の不
井戸沢断層・湯ノ岳

断層 沿いに変位の不
特特

連続（地表地震断層）
は見られない

連続（地表地震断層）
は見られない

徴徴

福島県浜通りの地震

福島県浜通り 地震

(M6.0)  3月23日

福島県浜通りの地震
(M7.0)  4月11日

茨城県北部の地震
(M6 1) 3月19日(M6.1)  3月19日
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内陸誘発地震 ③ ～福島浜通りの地震 （M7.0） ～
現地調査

■■井戸沢断層井戸沢断層・・湯ノ岳断湯ノ岳断
層層等等に沿ってに沿って現れた現れた地地層層等等に沿ってに沿って現れた現れた地地
表地震断層表地震断層の位置をの位置を
網羅的にかつ詳細に網羅的にかつ詳細に
把握把握把握．把握．

■井戸沢断層沿いでは，■井戸沢断層沿いでは，
最大約２ｍ最大約２ｍ（衛星視線方向）（衛星視線方向）

3次元俯瞰図

最大約最大約 （衛星視線方向）（衛星視線方向）

の地表変位を観測の地表変位を観測

3次元俯瞰図

現地調査： 地理情報解析研究室 http://www.gsi.go.jp/common/000060535.pdf
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・「だいち」は電力異常が
２０１１年4月２２日に発
生し、 それ以後の観測
運用ができなくなる。運用 きなくなる。

・5月12日にＪＡＸＡは
「だいち」の運用を「だいち」の運用を
終了した。
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○ ア カイブのデ タ（H23/4/22以前）を用いて○ アーカイブのデータ（H23/4/22以前）を用いて

全 デ タ（定常監視地域 外）を解析・全国のデータ（定常監視地域以外）を解析
（地すべり等、未知の変動を検出）
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ALOS‐2:JAXA提供

○ 次期衛星（ALOS‐2）に備えて

現在（ALOS）と同様の解析が可能なシステムを 開発・現在（ALOS）と同様の解析が可能なシステムを 開発

・新たな観測モードに対応する解析技術を開発

＜ALOS-2の特徴を活かした
継続的な地殻変動監視＞

＜ALOS-2の特徴＞
SAR専用の衛星

新 な観測 対 する解析技術を開発

継続的な地殻変動監視＞ ・SAR専用の衛星
・画質の向上（高分解能モード）
・回帰日数が短縮 （14日周期）
左右観測 入射角範囲を拡大・左右観測・入射角範囲を拡大
（観測の機会が増加）

※ALOS 2：平成25年打ち上げ予定※ALOS-2：平成25年打ち上げ予定
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「だいち」よ 5年間ご苦労様でした「だいち」よ 5年間ご苦労様でした

日本の国土に適合したLバンド帯の
衛 技術 本が世 端SAR衛星技術は日本が世界最先端

被災地の 刻も早い被災地の一刻も早い

復旧・復興を願っております

おわり
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